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図5 再生医療分野の寧業価値全体の将来推計(15年後の稟業面饉；確率分布など） 7) 
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図6 ナノミセル技術とX線照射技術を融合した医痘シ

骨， 眼， 皮膚神経など）の状況から， 専門家が予

測する謳床応用の時期となる］、5

の市場成長について試算している。 分析の要素

（株価。釜利の変動）， 疾病動向（人口

動態。罹患率。栄養状態の変動）， 機能要件（費用

対効果の期待要素：

場価格（公的保険の

および制度要素（各種のレギュレー ション）とし，

これらを合めて多変量のモデルを構築している
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は参入段階（前臨床試験から，

保険収載の3段階）とし，

をコ ー ルオプ

うオプ

麟麟麟VoL 271 No, 8 2019, 11, 231719 







TAKURA
テキストボックス
value



	715.pdf
	716.pdf
	717.pdf
	718.pdf
	719.pdf
	720.pdf
	721.pdf
	722.pdf



